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4
月
22
日
、
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア

広
島
に
お
い
て
、
第
1
回
理
事
会
に
引

き
続
き
第
29
回
通
常
総
会
を
広
島
東
税

務
署
長
を
は
じ
め
多
数
の
ご
来
賓
の
ご

出
席
を
頂
き
開
催
し
た
。

　

議
案
5
件
は
満
場
一
致
で
承
認
さ

れ
、
石
井
部
会
長
体
制
は
事
業
活
動
の

ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。
議
案
は
次
の
と

お
り
。

第
1
号
議
案　

�

2
0
1
8
年
度
事
業
報

告
の
件

第
2
号
議
案　

�

2
0
1
8
年
度
決
算
報

告
承
認
及
び
監
査
報
告

に
関
す
る
件

第
3
号
議
案　

�

2
0
1
9
年
度
事
業
計

画（
案
）承
認
の
件

第
4
号
議
案　

�

2
0
1
9
年
度
収
支
予

算（
案
）承
認
の
件

第
5
号
議
案　

�

2
0
1
9
・
2
0
2
0

年
度
役
員
人
事（
案
）承

認
の
件

　

本
年
度
の
事
業
と
し
て
、
講
演
会
を

通
じ
て
地
域
発
展
活
動
を
充
実
さ
せ
る

こ
と
、「
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン

ク
ー
ル
」
の
募
集
を
積
極
的
に
行
い
応

募
作
品
の
増
加
に
つ
な
げ
る
こ
と
、
ま

　

6
月
25
日
に
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ

ザ
ホ
テ
ル
広
島
に
お
い
て
、元
広
島
ホ
ー

ム
テ
レ
ビ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
で
現
在
は
独

立
さ
れ
て
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
株

式
会
社
O
f
f
i
c
e 

T
—
W
o
r
k

代
表
取
締
役 

井
村
尚
嗣
様
に
よ
る「
テ

レ
ビ
屋
の
独
立
」
と
題
し
た
講
演
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

テ
レ
ビ
局
内
で
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の

仕
事
に
つ
い
て
の
裏
話
や
、
井
村
様
が

ど
の
よ
う
な
転
機
を
迎
え
独
立
す
る
に

至
っ
た
か
を
熱
く
語
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
仕
事
と
し
て

た
だ
原
稿
を
読
む
だ
け
で
は
な
く
、
自

分
の
意
志
で
取
材
し
、
脚
本
を
書
き
、

編
集
す
る
、
テ
レ
ビ
屋
の
真
骨
頂
に
こ

だ
わ
ら
れ
た
姿
勢
に
、
多
く
の
方
が
感

銘
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、
懇
親
会

に
も
ご
出
席
い
た
だ
き
、
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
で
行
わ
れ
た
会
員
の
1
分
間
ス

ピ
ー
チ
に
お
い
て
も
、
プ
ロ
な
ら
で
は

の
話
し
方
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
い
た
だ

き
、
学
び
の
多
い
例
会
で
し
た
。

�

（
青
年
部
会
厚
生
委
員 

森
田
晋
介
）

た
全
法
連
女
性
部
会

連
絡
協
議
会
が
行
っ

て
い
る
「
い
ち
ご
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
15
％

節
電
運
動
）
に
積
極

的
に
参
加
す
る
こ
と

な
ど
が
確
認
さ
れ
た
。

女
性
部
会
　
第
29
回
通
常
総
会

■
合
同
例
会
N
E
W
S

▲石井部会長

《
井
村
尚
嗣
氏
講
演
会
》
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4
月
25
日
、
1
6
0
0
余
名
が

参
加
し
、
富
山
産
業
展
示
館
で

『
煌
め
く
女
性
の
輪
—
富
山
か

ら
未
来
へ
』
を
テ
ー
マ
に
第
14
回

法
人
会
全
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム

富
山
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
東
法

人
会
か
ら
は
3
名
参
加
。

　

記
念
公
演
は
奥
田
瑛
二
氏
の

『
わ
が
映
画
人
生
』。多
感
な
少

年
時
代
「
あ
の
ス
ク
リ
ー
ン
の
中

◆
社
会
貢
献
◆

 

四
季
の
花
で

　

 

お
も
て
な
し

◆
社
会
貢
献
◆

 

広
島
市
民
病
院
に

　

 

タ
オ
ル
寄
贈

講演会のお知らせ

に
入
り
た
い
」
か
ら
始
ま
り
「
人

気
者
よ
さ
ら
ば
」
と
映
画
監
督
と

し
て
生
き
る
今
を
、
引
き
込
ま
れ

る
よ
う
に
聞
き
入
っ
た
。

　

懇
親
会
で
は
踊
り
「
お
は
ら
風

の
盆
」の
美
し
さ
と
次
回
開
催
地
、

愛
媛
の
「
本
家
野
球
拳
」
に
会
場

は
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

　

富
山
は
北
ア
ル
プ
ス
・
立
山
連

峰
か
ら
の
伏
流
水
と
7
大
河
川
が

富
山
湾
に
流
れ
込
む
事
に
よ
っ
て

「
天
然
の
い
け
す
」と
呼
ば
れ
る
程

海
の
幸
に
恵
ま
れ
て
い
る
。治
水
と

都
市
計
画
・
産
業
の
歴
史
は
学
ぶ

べ
き
事
が
多
く
、
再
び
富
山
を
訪

れ
た
い
と
思
っ
て
い
る
。�（
女
性
部

会
研
修
副
委
員
長　

三
浦
由
美
子
）

安
藤
和
津
氏
（
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
・

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
）
講
演
会

演
題　
「
明
日
を
素
敵
に
生
き
る
に
は
」

日
時　

�

2
0
1
9
年
11
月
15
日
㈮

　
　
　

午
後
2
時
開
演

場
所　

�

Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ

ホ
テ
ル
広
島

会
費　

2
0
0
0
円

皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　

女
性
部
会
で
は
、
広
島

市
の
花
と
緑
の
ま
ち
づ
く

り「
四
季
の
花
プ
ラ
ン
タ
ー

設
置
事
業
」
に
協
賛
し
、

広
島
駅
前
大
橋
の
プ
ラ
ン

　

2
月
22
日
に
広
島
市
民

病
院
へ
講
演
会
で
呼
び
か

け
た
新
品
タ
オ
ル
3
0
0
枚

を
寄
贈
。今
回
で
19
回
目
。

タ
ー
に
四
季

折
々
の
草
花

を
植
栽
し

て
、
市
民
生

活
に
潤
い
を

与
え
て
い
る
。

　

2
月
26
日
、
広
島
県
女
性
部
会
連
絡
協

議
会
の
主
催
で
梶
川　

博
氏
（
翠
清
会
梶

川
病
院
名
誉
院
長
）講
演
会
が
開
催
さ
れ
、

当
会
女
性
部
会
か
ら
も
11
名
参
加
し
、「
認

知
症
に
負
け
な
い
た
め
に
」を
テ
ー
マ
に

講
演
さ
れ
、
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
熱
心

に
メ
モ
を
と
り
、
非
常
に
参
考
と
な
る
内

容
で
し
た
。

所 属 委 員 会 氏　　名 法　人　名
部 会 長 石井　智子 ㈱ 二 葉
副部会長（組織・厚生） 中島　典子 広 島 駅 弁 当 ㈱
副部会長（親睦・研修・広報） 小畑由紀美 ㈱ 小 畑 百 花 園
組 織 委 員 長 淺田　慶子 山 陽 空 調 工 業 ㈱
組 織 副 委 員 長 山内五十鈴 ㈱ 羊 屋
厚 生 委 員 長 山田　弘子 ㈱ 広 島 ゴ ル フ シ ョ ッ プ
厚 生 副 委 員 長 松村　由貴 ア ー ク 不 動 産 シ ス テ ム ㈱
親 睦 委 員 長 伊藤　笙子 ㈲ 伊 藤 久 芳 堂
親 睦 副 委 員 長 松本　周子 ㈱ 金 融 財 務 研 究 所
研 修 委 員 長 森戸美佐子 ㈱森戸コンサルタント・グループ
研 修 副 委 員 長 三浦由美子 ㈱ 健 康 美 学
広 報 委 員 長 田室名保美 た む ろ 木 材 カ ン パ ニ ー ㈱
広 報 副 委 員 長 野口　葉子 ㈲ エ ヌ・ テ ィ ー・ シ ー
監 事 岸田　洋美 ㈱ 中 栄
監 事 世良喜久枝 ㈱ フ タ バ 図 書

《
第
14
回
法
人
会
全
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
富
山
大
会
》

《
梶
川　

博
氏
講
演
会
》

氏　　名 法　人　名
横地　直美 ア ル ト ホ ー ム ㈱
新谷美千代 ㈱ Ｒ Ｉ Ｚ Ｅ
東　優理子 医療法人 健康の風
河野みのる ㈱ 叶 や

2019・2020年度 女性部会名簿〔役員〕新入会員 2019.3〜2019.7



目の前に広がる広島市街の景色とともに、ご友人とのお食事、
大切な人との記念日など様々なシーンでお楽しみください。

80名様収容可能の店内は4つの異なる空間が自慢♪♪
『広島』×『イタリアン』をお楽しみください。
11：30～18：00までのハッピーアワーも人気です！！
　　　　　　　　　　（ビール、ワインなど…各300円）

地上80ｍからの景色と、旬の素材を活かした
美食が堪能できるフレンチ＆ラウンジ

広島食材にこだわる
日本野菜ソムリエ協会認定レストラン

フレンチ料理 イタリア料理
スカイレストランアンドラウンジ「L&R」 HIROSHIMA ITALlAN AO - あお -

■所 広島市南区松原町1-5　ホテルグランヴィア広島21階
■営 ランチ　 11：30～14：30（ラストオーダー14：00）
　ティー　　11：30～17：00
　ディナー　17：00～21：30（ラストオーダー21：00）
　ラウンジ　17：00～22：00（金土祝前日～23：00）
■休 年中無休
■☎ 082-262-1107

■所 広島市中区堀川町1-14
　　　　  レックスMB2F
■営 月～土/11：30～翌3時
　 日・祝/11：30～0：00
■休 不定休
■☎ 082-545-6107

創作フレンチランチ　　4,000円
創作フレンチディナー　8,000円
広島散策カクテル　　1,300円

名物！バーニャカウダ　　　　　1,380円
ぷりぷり海老ときのこのアヒージョ   　 980円
話題沸騰!!!AO風パネチキン　　 1,200円

名物メニュー

名物メニュー

会員企業のお店紹介第9回

天
満
屋
ビ
ル
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本 社 広 島 市 中 区 中 町 ８ 番 ８ 号　　　　      〒730-0037

ＴＥＬ(082)247-2115            ＦＡＸ(082)245-8607

本社工務部 広 島 市 中 区 中 町 ８ 番 ８号 6 階　　      〒730-0037

ＴＥＬ(082)240-9922            ＦＡＸ(082)240-9925

可部営業所 広島市安佐北区可部２丁目５番１７号　　    〒731-0221

ＴＥＬ(082)812-3333            ＦＡＸ(082)814-5241

バックグラウンドで

光っていたい

ヱ ビ ス 電 工 株 式 会 社
いつも社会の

●

吉
田
憲
一
税
理
士
事
務
所

〒
７
３
２–

０
８
２
２

広
島
市
南
区
松
原
町
3
番
2
ー
2
5
0
3
号

グ
ラ
ン
ク
ロ
ス
タ
ワ
ー
広
島

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
８
２–

５
６
８–

６
０
０
８

税理士業務アラカルト シリーズ57

海
外
に
は
目
が
届
か
な
い
？

中国税理士会 広島東支部

吉田　憲一

　

昨
年
7
月
、
広
島
国
税
局
・
調
査
査

察
部
長
を
最
後
に
税
務
の
職
場
を
退
官

し
ま
し
た
。
初
任
地
が
広
島
東
税
務
署

で
し
た
の
で
、
こ
の
度
の
会
報
へ
の
ご

縁
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
去
る
6
月
、
福
岡
市
で
Ｇ
20

財
務
相
・
中
央
銀
行
総
裁
会
議
が
行
わ

れ
、
国
際
規
模
の
「
デ
ジ
タ
ル
課
税
」

シ
ス
テ
ム
を
早
急
に
見
出
す
必
要
が
あ

る
と
の
認
識
で
一
致
し
ま
し
た
。

　

日
本
を
含
め
た
各
国
は
、
こ
れ
ま
で

の
税
制
や
国
際
課
税
ル
ー
ル
で
は
捉
え
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
多
国
籍
企
業
の
税

源
浸
食
と
利
益
移
転
（
Ｂ
Ｅ
Ｐ
Ｓ
※
1
）

に
対
処
す
る
た
め
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
Ｂ
Ｅ

Ｐ
Ｓ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
勧
告
し
た
15
項

目
の
行
動
計
画
（
Ｂ
Ｅ
Ｐ
Ｓ
行
動
計

画
）
に
沿
っ
て
、
国
際
的
に
対
応
策
を

講
じ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

多
国
籍
企
業
情
報
の
報
告
制
度
※
２

の

対
象
と
な
ら
な
い
中
小
企
業
に
お
い
て

も
、
国
外
関
連
者
※
３

と
の
取
引
が
一

定
額
以
上
あ
れ
ば
、
移
転
価
格
税
制
で

の
独
立
企
業
間
価
格
を
算
定
す
る
た
め

に
必
要
な
書
類
（
ロ
ー
カ
ル
フ
ァ
イ

ル
）
の
作
成
対
象
と
な
る
場
合
が
出
て

き
ま
す
。

　
「
パ
ナ
マ
文
書
」の
公
開
な
ど
、
国
際

的
租
税
回
避
行
為
に
対
す
る
関
心
が
一

層
高
ま
り
、
税
務
当
局
は
、
個
人
に
つ

い
て
も
国
際
取
引
や
海
外
に
持
つ
財
産

の
把
握
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
の
税
制
で
は
、
海
外
の
金
融
資

産
等
の
利
子
や
海
外
企
業
か
ら
の
配
当

な
ど
も
確
定
申
告
の
必
要
が
あ
り
ま

す
。相
続
や
贈
与
に
お
い
て
は
、
財
産

を
譲
る
方
（
被
相
続
人
ま
た
は
贈
与

者
）
と
財
産
を
取
得
す
る
方
（
相
続
人

等
ま
た
は
受
贈
者
）
の
双
方
の
海
外
居

住
期
間
が
10
年
超
で
な
い
限
り
、
国
外

財
産
に
も
相
続
税
や
贈
与
税
が
適
用
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
国
外
転
出
時
課
税
制

度
に
よ
り
、
2
0
1
5
年
7
月
以
降

は
、
国
外
に
転
出
す
る
居
住
者
が
1
億

円
以
上
の
有
価
証
券
等
を
所
有
し
て
い

る
場
合
に
は
、
そ
の
対
象
資
産
の
含
み

益
に
所
得
税
等
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

企
業
の
み
な
ら
ず
富
裕
層
等
の
個
人

の
国
外
財
産
や
海
外
取
引
に
対
し
て

も
、
国
税
庁
は
次
の
よ
う
な
制
度
を
活

用
し
て
情
報
収
集
し
て
い
る
と
い
え
ま

す
。①

租
税
条
約
等
に
基
づ
く
情
報
交
換

に
よ
り
、
取
引
の
実
態
、
配
当
や

不
動
産
所
得
等
に
関
す
る
情
報
を

把
握（
2
0
1
8
・
12
現
在
：
74

租
税
条
約
、
1
2
7
か
国
・
地
域
）

②
各
国
か
ら
の
自
動
的
な
情
報
交
換

に
よ
り
、
海
外
の
金
融
口
座
情
報

を
把
握（
2
0
1
8
・
10
現
在
：
64

か
国
・
地
域
か
ら
55
万
件
）

③
国
外
送
金
等
調
書
の
活
用
に
よ

り
、
1
0
0
万
円
超
の
国
外
へ
の

送
金
及
び
海
外
か
ら
の
受
金
を
把

握
（
2
0
1
7
事
務
年
度
：

7
2
2
万
件
）

④
国
外
財
産
調
書
の
活
用
に
よ
り
、

居
住
者
の
5
0
0
0
万
円
超
の
国

外
財
産（
預
金
、
有
価
証
券
や
不

動
産
等
）を
把
握（
2
0
1
7
年

分
：
9.5
千
件
）

⑤
財
産
債
務
調
書
の
活
用
に
よ
り
、

所
得
2
0
0
0
万
円
超
の
者
の
3

億
円
以
上
の
財
産
又
は
１
億
円
以

上
の
有
価
証
券
を
把
握

（
2
0
1
7
年
分
：
73
千
件
）

　

国
境
を
越
え
た
投
資
活
動
は
、個
人
レ

ベ
ル
に
お
い
て
も
年
々
増
加（
2
0
1
7

年
2
4
0
兆
円（
10
年
間
で
約
3
倍
）、

日
本
銀
行「
資
金
循
環
統
計
」）し
て
い

ま
す
。
令
和
の
時
代
の
税
務
リ
ス
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
に
は
、
近
年
の
新
た
な
制

度
な
ど
も
含
め
た
十
分
な
理
解
が
の
ぞ

ま
れ
ま
す
。

※
1　

Ｂ
Ｅ
Ｐ
Ｓ
：
B
a
s
e 

E
r
o
s
i
o
n 

a
n
d 

P
r
o
f
i
t 

S
h
i
f
t
i
n
g

　

税
源
浸
食
と
利
益
移
転
の
略
。　

※
2　

多
国
籍
企
業
情
報
の
報
告
制
度
：
総

収
入
金
額
1
0
0
0
億
円
以
上
の
多
国
籍
企

業
グ
ル
ー
プ
は
、
国
税
当
局
に
、
最
終
親
会

社
等
届
出
事
項
、
国
別
報
告
書
及
び
事
業
概

況
報
告
事
項
を
提
出
。（
2
0
1
6
・
4
施
行
）

※
3　

国
外
関
連
者
：
外
国
法
人
の
う
ち
、

法
人
と
の
特
殊
関
係
を
有
す
る
も
の
（
発
行

済
株
式
等
の
50
％
以
上
を
直
接
ま
た
は
間
接

に
保
有
す
る
関
係
等
）。




